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TLS Historical Archive とは 

概要 

 TLS Historical Archive は、英国書評誌の最高峰 Times Literary Supplement を 1902 年の創刊

号から全号・全紙面の誌面イメージで、全文検索も可能な形で完全収録するセンゲージ ラーニ

ング社 Gale のデータベースです。 

 2017 年 1 月現在、2012 年までの記事が収録されています。2018 年には 2013 年まで、2019

年には 2014 年までと、毎年１年分ずつ閲覧可能年が増えていきます。 

匿名記事の執筆者をデータベース上で公開 

 TLS では、1974 年まで議論の公平さを保つために多くの有名作家や学者の手による批評や著

述が匿名記事として公開されていました。データベース化に際し、匿名の書評と執筆者を関連づ

け、創刊号以来のすべての記事を執筆者から検索できるようにしました。 

 匿名執筆者の判別に際しては、タイムズ社文書室に保存された原資料、具体的にはオリジナル

の号に作者名、原稿料等が手書きで記入されたコピー、タイムズ社の編集日誌、週報、作業用

記事一覧表等、使える資料をすべて使いました。 

 本データベースでは、Contributor（記事執筆者）を指定した検索ができる他、誌面に掲載されて

いない執筆者名を書誌事項から確認することができます。 

プラットフォーム 

 専用プラットフォーム 

書評誌の特性にあわせたきめ細やかな設定が可能です。 

 

 Gale Primary Sources 

Gale の一次情報データベ

ースの横断検索を可能に

し、革新的な分析・調査を

実現する世界最大級の人

文社会学術情報プラットフ

ォームです。 

TLS Historical Archive を含む、対象データベースいずれかのご契約でご利用いただけます。

Gale の最新の調査・分析機能がご利用いただけます。 

 

 



TLS Historical Archive 
 

2 
 

 Gale NewsVault 

TLS Historical Archive を

含む、Gale の歴史的な

新聞・雑誌データベース

の横断検索インターフェイ

スです。 

ご契約データベースは、全文検索から紙/誌面イメージの閲覧まで、未導入のデータベースも、

全文検索および書誌情報の閲覧までご利用いただけます。 

 

本 User’s Guide では、TLS Historical Archive 専用プラットフォームの利用方法をご紹介します。 

※ Gale Primary Sources  および Gale NewsVault の利用方法に関しては、以下マニュアルサイトの

User’s Guide もしくはインターフェイス内に用意されているヘルプをご参照ください。 

マニュアルサイト  http://www.kinokuniya.co.jp/03f/denhan/gale/manual.htm 
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一般的な機能 

トップ画面 

最初に表示される画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューバー 

 

 

 

 HOME : トップ画面を表示します。 

 ADVANCED SEARCH : 詳細検索画面（※6 ページ参照）を表示します。 

 BROWSE : 検索によく使われる項目の専用ブラウズ画面が用意されています（※26 ページ参

照）。 

 

 

BROWSE BY DATE： 刊行年月日 

BROWSE BOOK TITLE： 批評対象となっている作品の書名 

BROWSE AUTHOR： 批評対象となっている作品の作者 

BROWSE CONTRIBUTOR： 記事執筆者 

BROWSE ILLUSTRATOR： 批評対象となっている作品のイラストレーター 

BROWSE EDITOR：  批評対象となっている作品の編集者 

BROWSE TRANSLATOR： 批評対象となっている作品の翻訳者 

 

  



TLS Historical Archive 
 

4 
 

 ESSAYS : データベースの概要の他、本データベースご利用にあたり、有用な情報をご提供す

るエッセイを提供します。 

 Search History: 検索履歴（※31 ページ参照）を表示します。 

Search History は、最初の検索実行後、メニューバーに表示されます。 

 

 

 Gale Primary Sources: 

Gale Primary Sources サイト（※1 ページ参照）へ移動します。 

 

 ※トップ画面を含む各画面上部のメニューから Change Databases を選択すると、契約中の Gale デ

ータベースおよび、横断検索インターフェイス（Gale NewsVault、Gale Primary Sources）の選択画

面が表示されます。 

 

 

 

 

 

ハイライト 

トップ画面のページ下部には、ハイライト記事が年代順に表示されています。ページイメージのサムネ

イル画像の上にマウスをかざすと、その年に起きた重要な出来事が表示され、クリックすると、関連記

事のページイメージを閲覧することができます。 
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基本検索（Basic Search） 

 

トップ画面（※3 ページ参照）に用意されている Search The Archive ボックスからは、全文およびキー

ワードを指定した検索が実行できます。さらに刊行年月日による限定も可能です。 

 

※指定した検索条件で検索結果が得られない場合、検索条件を指定し直すようメッセージが表示さ

れます。 

※検索結果（SEARCH RESULTS）ページや記事（ARTICLE）ページ等、検索以外のページに用意され

ている検索語入力欄では、全文検索を実行することができます。 

 

1. １つないし複数の単語を入力します。 

2. Entire Document（全文）もしくは Keyword（キーワード）のいずれかを指定します。 

(ア) Entire Document（全文）：全文、メタデータを含む、全ての単語を検索対象とします。 

(イ) Keyword（キーワード）：記事に付随するメタデータ（記事タイトル/異表記タイトル、作者、

記事執筆者、その他）を検索します。 

3. 刊行年月日を指定することもできます。期間の指定も可能です。 

4. SEARCH ボタンをクリック。 

5. ヒットした記事の書誌事項が表示されます。左側のサイドバーを利用すれば、検索結果をさらに

絞りこむことができます（※19 ページ参照）。 
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詳細検索（Advanced Search） 

 

詳細検索では、必要に応じて複雑な条件を指定した検索が可能です。検索対象範囲を指定して 

検索語を入力したり、論理演算子を指定して複数の検索対象範囲を指定したり、検索条件を限定 

したりすることができます。 

 

各画面上部の ADVANCED SEARCH をクリックすると、詳細検索画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索の流れ 

1. 検索語入力欄に 1 つないし複数の検索語を入力します。 

2. 検索対象範囲（※7 ページ参照）をプルダウンメニューから選択します。 

3. あいまい検索のレベル（※9 ページ参照）を指定することもできます。 

4. 複数の検索語入力欄に検索語を入力する場合は、検索語入力欄左から And, Or, Not を選択して

ください。 

 をクリックすると検索語入力欄を追加することができます。 

5. “Publication Date”（※8 ページ参照）、“Article Type” （※8 ページ参照）を使った検索条件の指

定も可能です。 
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6.  をクリック。 

（ をクリックすると、指定した検索条件がクリアされます。） 

7. ヒットした記事の書誌事項が表示されます。左側のサイドバーを利用すれば、検索結果をさらに

絞りこむことができます（※19 ページ参照）。 

※指定した検索条件で検索結果が得られない場合、検索条件を指定し直すようメッセージが表 

示されます。 

 

【検索対象範囲】 

 

 Full Text（全文） 

珍しいフレーズや専門用語を含む特定の箇所を探したい場合に有効です。 

 Author（批評対象となっている作品の作者、異表記含む） 

 Book Title（批評対象となっている書籍のタイトル） 

 Contributor（記事執筆者、異表記含む） 

 Article Title（記事タイトル） 

 Illustrator（批評対象となっている作品のイラストレーター、異表記含む） 

 Editor（批評対象となっている作品の編集者、異表記含む） 

 Translator(批評対象となっている作品の翻訳者、異表記含む) 

 Publisher（批評対象となっている作品の出版者） 

 Place of publication（批評対象となっている作品の出版地） 

 Document Type（記事の種類）（※14 ページ参照） 
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 Record Number（Document Number） 

Gale が各記事に割り当てている固有の番号。記事（ARTICLE）ページのページ下部に Gale  

Document Number として表示されています。 

※あいまい検索（※9 ページ参照）には対応していません。 

 

 Keyword（キーワード） 

主要な検索分野（記事タイトル、記事執筆者、書き出しその他の主要部分）を検索。 

Keyword 検索でよい結果が得られない場合は、全文検索をお勧めします。 

 

【検索条件の指定】 

 

検索語を入力せずに、検索条件のみを指定することもできます。 

 Publication Date（刊行年月日） 

Before（指定日より前）、On（指定日）、After（指定日より後）、Between（範囲指定）に出版された

記事に限定することができます。プルダウンメニューから選択してください。 

年、年月のみの指定も可能です。 

All（収録全年代）を選択することもできます。 

 

 Article Type（記事の種類） 

記事は以下の 3 つの出版セクションに分類されます。複数選択することもできます。 

 

・Reviewｓ（レビュー）： 

Books Review（書籍）、Exhibitions（展覧会）、Journals（雑誌）、Media Review（メディア）、

Musical Performances (音楽の演奏：オペラ、合唱を含む）、Short Review (短評)、Theatre

（劇場） 
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・Editorial and Commentary（論説、解説）： 

Article（記事）、 Columns（コラム）、Correction（訂正記事）、Index（索引）、Leading Article

（トップ記事）、Letter（投書）、Note（注釈）、Obituary（物故欄）、 Poem（詩） 

 

・Other（その他）： 

Advertisement（広告）、Book and Manuscript Sales（ブックフェアの案内）、Contents（目

次）、Cover（表紙）、Extracts（抜粋）、Games and Pastimes（ゲームと娯楽） 

 

Articles with illustrations only（イラストを含む記事に限定） 

 

【あいまい検索】 

あいまい検索を利用すると、入力した検索語に近い綴りまで検索対象を広げることができます。入力

した言葉と記事中に表記されている言葉が完全に一致しないときに有効です。あいまい検索機能に

より、異表記や曖昧な綴り、OCR によるスキャニングエラーが検索結果に与える影響を最小限にとど

めることができます。 

 

あいまい検索には High（高）、Medium（中）、Low（低）の３つのレベルが用意されています。用途に 

よって使い分けてください。あいまい検索を実行しない（None）こともできます。 

 High（高）：検索範囲が非常に広くなります。 

例）検索条件：全文を対象として検索語”harbor”と入力。あいまい検索のレベルは”High” 

検索結果：以下のような言葉が含まれる記事が検索されます： 

”harbor” ”harbour” ”harper” ”harben” 

 

 Low（低）：入力した言葉に非常に近い綴りを検索対象とします。 

例）検索条件：全文を対象として検索語”harbor”と入力。 

あいまい検索のレベルは”Low” 

検索結果：以下のような言葉が含まれる記事が検索されます： 

”harbor” ”harbour” 

 

あいまい検索のレベルを”High”（高）もしくは”Medium”（中）”に設定し、得られた結果が多すぎる場合、

自動的に”Low”（低）に切り替わります。”Low”（低）を設定しても結果が多すぎる場合は、システムは

エラーメッセージを表示します。その場合は、検索内容を修正してください。 

※論理演算子や近接演算子はあいまい検索と併用できます。ワイルドカードを指定した場合、あいま

い検索の指定は無効になります。 

※詳細検索画面において、あいまい検索の初期設定は”None”(あいまい検索を実行しない)です。 
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様々な入力方法 

ストップワード 

索引されていない短い単語を指します（a、and、etc、in、of、on、to など）。実際にどの単語がストップ

ワードになるかは検索内容によって異なります。 

原則として、ストップワードはシステムにより自動的に認識されるため、検索語を入力する場合に、考

慮する必要はありませんが、ストップワードが検索語の中に含まれる場合、ストップワードが指定され

ている位置に別の単語が記されている記事を検索する可能性があります。 

例）検索語：reaching the limit 

検索結果：reaching its limit 

 

ハイフン（ - ） 

2 単語間に入力されたハイフン（-）は検索されません。ハイフンが含まれる形が一般的な表現を 

検索したい場合はハイフンを含めて入力してかまいません。 

例) e-mail dot-com 

 

アポストロフィ（ ' ） 

アポストロフィは、検索語に含めてください。単語の語尾があいまいな場合はワイルドカード（*）を 

利用することも可能です。 

例) can’t  Evolution's Darling  Bush's cabinet   

Evolution* Darling  Bush* cabinet 

 

アンパサンド（ & ） 

アンパサンドは、検索語に含めてください。” ”で括るとよい結果を得ることができます。 

例) ”AT&T” ”M&Ms” 

 

ピリオド（ . ） 

2 単語間に含まれるピリオドは、検索対象とはなりません。ピリオドが含まれる形が一般的な表現 

を検索したい場合は、ピリオドを含めて入力してかまいません。 

例) gale.com 

 

大文字・小文字 

大文字・小文字は区別されず、大文字を入力しても結果には反映されません。以下の３つの入力 

からは同じ結果が得られます。 

例）Plants and animals  

PLANTS and AniMAls  

plaNts AND animALS 
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ワイルドカード（アスタリスク（*）、疑問符（?）、感嘆符（!）） 

１ないし複数の文字のかわりとなり、以下のような検索が可能となります。 

・  単語の単数形、複数形を検索する 

・ 語幹が同じ単語を検索する 

・ 異なる綴りを持つ単語を検索する 

綴りがあいまいな場合に利用することも可能です。 

※ワイルドカードを指定した場合、あいまい検索（※9 ページ参照）は無効になります。 

 

ワイルドカードには、アスタリスク（*）、疑問符（?）、感嘆符（!）の３種類があります。 

 アスタリスク（*） 

任意の文字と置き換えられ、対象となる文字数を問いません（ゼロ文字でも可）。語幹が共通

する全ての単語を検索したい場合に特に効果的です。 

例) pigment*と入力すると、pigment, pigments, pigmentation などを検索。 

 

＊を利用する場合、少なくとも 3 文字以上を指定する必要があります。 

例） oba*と入力することはできるが、o*と入力することはできない。 

単語の途中に＊を入力することもできますが、他のワイルドカードを指定したほうが精度

の高い結果が得られます。 

 

 疑問符（？） 

任意の１文字と置き換えられます。綴りがあいまいな場合に特に効果的です。 

例） 正しい綴りが relevance か relevence かわからない場合、relev?nce と入力。 

 

また、異表記を持つ単語を指定する場合にも効果的です。 

例) defen?e と入力すると、defence、defense の両方を検索 

 

複数の？を入力することもできます。 

例) psych????y と入力すると、psychology や psychiatry を検索し、psychotherapy は検索

しない。 

 

 感嘆符（！） 

任意の 0-1 文字と置き換えられます。単数形、複数形をあわせて検索したい場合に特に効

果的です。 

例） product!と入力すると、product、products を検索し、productive や productivity は検

索しない。 

 

異表記を検索したい場合、単語の途中に！を入力することもできます。 

例) colo!r と入力すると color と colour を検索。 
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論理演算子 

複数の検索語を関係づけるときに利用します。 

 AND 

指定した 2 単語が両方とも含まれる記事を検索します。 

例) alcohol and pregnancy 

 OR 

指定した 2 単語のうち、どちらかもしくは両方が含まれる記事を検索します。 

例) dreams or daydreams 

 NOT 

最初に指定した単語が含まれ、後に指定した単語が含まれない記事を検索します。 

例) crime not murder 

 

近接演算子 

近接演算子は 2 単語の間に用い、単語間の距離を指定します。近接演算子は 2 単語間の語順を指

定する「文字」と、2 単語間の距離を指定する「数字」（以下の例では n と表記）で構成されます。 

 Wn 

W は Within を意味します。W 演算子は、2 単語が指定した順序で隣接し、最初に指定し

た単語の後 n 語以内に後から指定した単語が必ず含まれる記事を検索します。 

例) shared w3 values と入力すると、shared の後 3 単語以内に shared が出現する記事

が検索されます。 

 Nn 

N は Near を意味します。N 演算子は、指定した 2 単語の語順を問いません。その他は W 

と同じ働きをします。 

例） memory n5 repressed と入力すると、memory と repressed が順不同で 5 単語以内に

出現する記事が検索されます。 

 

※近接演算子は、記事タイトル等、単語単位で索引が作成されている検索項目で利用して

ください。キーワードや全文など、膨大な索引語を持つ検索項目で最も効果的に活用す

ることができます。 

※近接演算子は、2 単語の間に指定することができます。単語と括弧の間には指定しない

でください。 

例) ×fleas n10 (dogs or cats) ○fleas n10 dogs or fleas n10 cats 

※論理演算子を指定せずに複数の単語を入力した場合、原則として近接演算子 N4 を指

定した場合と同じ結果が得られます。 

例) cats dogs と cats n4 dogs は同じ結果が得られます。 

※記事タイトル等、特定の検索項目においては、2 単語間に自動的にN2が指定されます。 
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括弧（ () ） 

１つの検索式の中に、複数種類の演算子が含まれている場合、システムは以下の順序に従って 

処理を実行します。 

1. ワイルドカード 

2. 近接演算子 

3. 論理演算子（not と and が優先的に実行され、or はその後に実行されます） 

 

論理演算子の処理順序を変更したい場合、括弧を用いることができます。括弧で指定された部分 

が優先的に処理されます。 

例）race or color and discrimination と、race or (color and discrimination)は同じ結果が得られます。 

race or color を先に処理させたい場合は、(race or color) and discrimination と入力してください。 

 

ダブルクォーテーション（“ ”） 

検索語をダブルクォーテーション（“ ”）で囲むと、完全一致検索を実行します。キーワード検索や全文

検索で、特定のフレーズを正確に指定したい場合に有効です。 

例） ”wild bill”と wild w1 bill は、同じ検索結果が得られます。 

フレーズの中に not や or が含まれている場合、フレーズ全体をダブルクォーテーションで囲ん

でください。 

例） sink or swim と入力すると、or は論理演算子として処理されます。 

“sink or swim”と入力すると、指定した 3 単語が指定した語順で出現する記事を検索します。 
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検索結果ページ（SEARCH RESULTS） 

 

検索を実行、もしくは、ブラウズリストからの選択(※26 ページ参照)を実行すると、検索結果が刊行年

月日の古い順に表示されます。表示順は変更することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示順序の変更 

検索結果の表示順序をプルダウンメニューから選択することができます。 

 

 

 

 

Publication Date ‒ Ascending：刊行年月日の古い順（初期値） 

Publication Date ‒ Descending：刊行年月日の新しい順 

Contributor：記事の執筆者名のアルファベット順 

Relevance：関連性の高い順 

 

記事の種類 

各書誌事項表示の右側に、記事の種類（Book Review、Journals など）が表示されます。 

この記事の種類は、詳細検索画面の Document Type で検索に利用することができます。 
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記事の誌面イメージを表示 

記事タイトル、もしくは Article リンクをクリックすると、記事（ARTICLE）ページが表示され、指定した記

事のページイメージが表示されます。 
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記事ページでは、検索語が現れる最初のページが表示されます。 

記事が複数ページにまたがっており、別のページを表示させたい場合は、記事イメージ左上の Page

欄で指定するか、矢印をクリックします。詳細はイメージ・ビューワーのページ(※23ページ)を参照して

ください。 

※Page 欄で指定する数は、該当記事を含むページの通し番号です。原本のページ番号ではありませ

ん。 
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検索語の周辺表示 

サムネイル画像をクリックすると、ポップアップウィンドウが開き、記事の中で最初に登場した検索語

の周辺がハイライト付で表示されます。記事のページイメージを表示するには、GO TO DOCUMENT 

をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この機能は基本検索、詳細検索で全文もしくはキーワード検索を実行した場合に利用できます。そ

の他の種類の検索を実行した場合、サムネイル画像をクリックすると、記事（ARTICLE）イメージが

表示されます。 

 

記事の最初のページを表示 

View Page リンクをクリックすると、ページ表示（VIEW PAGE）ページが表示され、指定した記事を含む

誌面イメージ全体が表示されます。ページ表示ページには、表示中のページに掲載されている記事

のページイメージへのリンクも用意されています。 
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記事の掲載号をブラウズ 

Browse Issue リンクをクリックすると、号一覧（BROWSE ISSUE）ページが表示されます。号一覧ペー

ジでは、該当記事が掲載されている号の最初のページが表示されます。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
検索条件の変更 

Results for の後に表示される検索の種類（下の例では Basic Search）をクリックすると、もとの検索条

件が指定された状態で、該当の検索画面に移動します。 
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検索結果のしぼりこみ 

検索結果ページに表示されるサイドバーを利用し、検索結果を特定の条件でしぼりこむことができま

す。 

 

検索結果内で検索する（Search Within Resultｓ） 

検索語を入力すると、検索結果内で全文検索を実行し、指定した条件での検索結果が画面に表

示されます。 

 

 

その他カテゴリーで限定する（Limit By:） 

選択したカテゴリーで検索結果を限定することができます。 

プルダウンメニューから選択すると、選択したカテゴリーに対応した索引とヒット件数が下に表示さ

れます。 

 

出版セクション（Publication Section） 

以下の 3 種類が用意されています。 

・Editorial & Commentary (論説・解説) 

・Other (その他) 

・Reviews (レビュー) 
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記事の種類（Article Type） 

出版物の種類が、さらに以下の通り細分化されています。 

・Reviews 

 Books Review（書籍） 

 Exhibitions（展覧会） 

 Journals（雑誌） 

 Media Review（メディア） 

 Musical Performances (音楽の演奏：オペラ、合唱を含む） 

 Short Review (短評) 

 Theatre（劇場） 

 

・Editorial and Commentary 

 Article（記事） 

 Columns（コラム） 

 Correction（訂正記事） 

 Index（索引） 

 Leading Article（トップ記事） 

 Letter（投書） 

 Note（注釈） 

 Obituary（物故欄） 

 Poem（詩） 

 

・Other 

 Advertisement（広告） 

 Book and Manuscript Sales（ブックフェアの案内） 

 Contents（目次） 

 Cover（表紙） 

 Extracts（抜粋） 

 Games and Pastimes（ゲームと娯楽） 
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前/次ページを表示 

検索結果は1画面に20件ずつ表示されます。画面を移動するには、画面の上部と下部に表示されて

いるページ番号をクリック、もしくは Go To Page 横の入力欄に数字を入力し、GO ボタンをクリックして

ください。Previous / Next をクリックすると、前後のページを表示させることができます。 

 

 

検索結果中に表示されるアイコン 

 

カメラアイコン 

記事中に 1 つ以上のイラスト等が含まれる場合に表示されます。アイコンがカラーで表示さ

れている場合は、掲載イラスト等がカラーであることを意味します。 

 

マルチページアイコン 

記事が複数ページにまたがる場合に表示されます。 

 

この他、検索結果ページでは、検索結果や特定の記事を保存することが可能です。（※39 ページ参

照） 
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ページイメージ表示画面 

号内の全記事一覧を表示 

ページイメージ表示画面に表示されるResult for this Issue リンクをクリックすると、その号に掲載され

る全記事が一覧表示されます。 
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記事・号内を再検索する 

ページイメージ表示画面右上に表示される検索語入力欄に検索語を入力、Article または Issue を選

択、SEARCH をクリックすると、該当記事、または号内を再検索することができます。 

※あいまい検索（※9 ページ参照）を利用することもできます。 

 

イメージ・ビューワー 

ページイメージ表示画面にはイメージ・ビューワーが用意されています。この機能を使い、紙の出版物

と同じように、ページイメージを1ページずつ表示させることができます。上下左右へのスクロール、拡

大、回転等の指定も可能です。 

 

 

表示中の号もしくは記事中の、指定したページへ移動 

 

拡大・縮小表示 

 

マウスで指定した範囲を拡大表示 
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拡大率の指定。プルダウンメニューから選択、もしくは任意の数字を入力。 

 

右方向に 90 度回転 

 

反転表示、明るさ・コントラストの調整 

 

ハイライト。マウスで指定した範囲をハイライトします。色の指定も可能です。 

 

線描。マウスで指定した範囲に線を引きます。太さ、色の指定も可能です。 

※ハイライト、線描他、ページイメージに編集を加えた後にもとの表示に戻したい場合は、ブラ

ウザの機能を使って画面を再読み込みしてください。 

 

範囲指定。印刷のため等に利用。  

 

印刷。クリックすると、フルページ（Full Page）もしくは選択した部分（Selection）の選択ボタンが

表示されます。どちらかを選んで印刷指定します。 

 

 

 

選択した部分刷する場合は、範囲指定ボタン をクリック。 

マウスドラッグで印刷範囲を赤線で囲み、Selection をクリックします。 
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切り取り（トリミング）。 

切り取りボタンをクリック、ページイメージ上に四角囲みが表示されたら、マウスドラッグで範囲

を指定。その後 ボタンをクリックすると、選択した部分以外は白くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページイメージを垂直もしくは水平に分割表示 

 

全画面表示 
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BROWSE 

 

検索によく使われる項目の専用ブラウズ画面が用意されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BROWSE BY DATE： 刊行年月日 

BROWSE BOOK TITLE： 批評対象となっている作品の書名 

BROWSE AUTHOR： 批評対象となっている作品の作者 

BROWSE CONTRIBUTOR： 記事執筆者 

BROWSE ILLUSTRATOR： 批評対象となっている作品のイラストレーター 

BROWSE EDITOR： 批評対象となっている作品の編集者 

BROWSE TRANSLATOR： 批評対象となっている作品の翻訳者 

 

【刊行年月日から検索する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ［BROWSE BY DATE］を選択。 

2. 刊行年を指定し、［SEARCH］をクリックすると、指定した刊行年の号一覧画面が表示されます。 

3. 閲覧したい刊行年月日のブラウズ画面を選択すると、対象の号を閲覧することができます。 
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 【批評対象となっている作品の作者名から記事を検索する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. BROWSE AUTHOR を選択。 

2. 作者名を指定し SEARCH をクリック、または、Search Alphabetically: より書名の頭文字を指定す

ると、指定した文字を含む作者名一覧が表示されます。 

3. 作者名を選択すると、指定した作者が執筆した作品の書評などが検索結果として表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※BROWSE BOOK TITLE、 BROUSE ILLUSTRATOR、BROWSE EDITOR、BROWSE TRANSLATOR、

BROWSE CONTRIBUTOR も BROWSE AUTHOR 同様の操作をすることにより、記事を検索するこ

とが可能です。 
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結果出力ページの各機能 

 

検索結果（SEARCH RESULTS）ページ、記事（ARTICLE）ページ、ページ表示（VIEW PAGE）ページ、

号一覧（BROWSE ISSUE）ページの画面上部には、以下のツールボタンが用意されています。 

（表示されるボタンはページにより異なります。） 

 

 

 

 

 

 

表示中の記事もしくはページを PFD 形式で表示。 

クリックすると、以下のページ設定画面が表示されます。条件を指定して PDF ファイルにしてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 PDF 1 Page/Article Portrait：ページ全体を 1 枚で表示。 

 PDF 2(1/2) Pages Landscape：ページを横に 2 分割して表示。 

 PDF 4(1/4) Pages Portrait：ページを 4 分割して表示。 

 View/print up to 25 pages in PDF format. This work contains XX page images. ： 

複数ページにまたがっている場合、イメージ番号入力欄に範囲を指定。25 ページまで指定

可能です。さらに多くのページを指定したい場合は、ページ指定範囲を変えて、ダウンロー

ドし直してください。 

 

※画面中で指定するページ番号は、特定したイメージの範囲に対し、各イメージページに割

り当てられた番号で、原本ページ番号とは異なります。 
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記事の引用情報をemail送信。画面の各入力欄に送信先アドレス、ファイル形式（HTLM形式も

しくはテキスト形式）、件名（Subject line）、送信元アドレス(Sender e-mail)、本文(Message)を入力し、

Send をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事の引用情報を生成。記事（ARTICLE）ページのみで有効。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Save をクリックすると、MLA 形式で引用情報が保存されます。 

 文献管理ソフト名を選択してExportをクリックすると、指定されたソフトへのエクスポートを実

行します。 
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検索結果を表示させるための URL(Gale Bookmark)を確認することができます。後から利用でき

るよう、任意のテキストエディター等で保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

※ブラウザに表示される URL にアクセスしても、該当のページは表示されません。必ず Gale 

Bookmark をご利用ください。 

※URL を利用するためには、該当データベースに接続している必要があります。 
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検索履歴（SEARCH HISTORY） 

 

セッション中の検索履歴を表示させることができます。最後に検索したものが最初に表示され、最大

50 の検索条件が表示されます。ブラウズのみの操作は検索履歴には表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Search をクリックすると、検索を再実行します。 

 Revise をクリックすると、検索条件が指定された状態でもとの検索画面に戻ります。 

 Clear History をクリックすると、全ての検索履歴が削除されます。 

検索条件は、Gale User Account を利用して保存することも可能です（※38 ページ参照）。 
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MARKED ITEMS 

 

記事/ページの一時保存 

検索（SEARCH RESULTS）ページ、記事（ARTICLE）ページ、号一覧（BROWSE ISSUE）ページから、

任意の記事/ページを個人リストに一時保存し、後からまとめて印刷・ダウンロード、e-mail送信するこ

とができます。 

※記事/ページのマークは同一セッション内でのみ有効です。セッション終了後も保存したい場合は

Gale User Account（※36 ページ参照）をご利用ください。 

 

検索結果（SEARCH RESULTS）ページでは、任意の記事のMark欄をチェック、もしくはMark All をチェ

ックしていください。Mark All をチェックすると、現在表示中のページに掲載されている全記事欄がチェ

ックされます。チェックすると、画面上部に MARKED ITEMS が表示され、（ ）内にマークした件数が表

示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事（ARTICLE）ページ、ページ表示（VIEW PAGE）ページでは、表示中の記事/ページに対し、チェッ

クを入力することができます。チェックすると、画面上部に MARKED ITEMS が表示され、（ ）内にマー

クした件数が表示されます。 
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マークした記事/ページを参照するには、画面上部の MARKED ITEMS をクリックしてください。 
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マークした記事/ページの印刷 

 

 

 

1. MARKED ITEMS 画面上で ボタンをクリックします。 

2. PRINT 画面が表示されます。マークした記事/ページの書誌情報が表示されたら、必要に応じて

記事/ページを再選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 印刷用の画面が表示されます。ブラウザの印刷機能を使って印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

マークした記事/ページのダウンロード 

MARKED ITEMS 画面上で ボタンをクリックすると DOWNLOAD 画面が表示されます。その後の操

作は上述の「マークした記事/ページの印刷」と同じです。 

 

 



TLS Historical Archive 
 

35 
 

マークした記事/ページの email 送信 

マークした記事/ページの引用情報を、指定した email アドレスに送信します。 

 

 

 

 

1． MARKED ITEMS 画面上で ボタンをクリックします。 

2． EMAIL 画面が表示されます。画面の各入力欄に送信先アドレス、メール形式（HTLM 形式もしくは

テキスト形式）、件名（Subject line）、送信元アドレス(Sender e-mail)、本文(Message)を入力、必要

に応じて送信したい記事/ページを再選択後、Send をクリックします。 
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Gale User Account 

Gale の無料のユーザ・アカウントを登録すると、marked items をまとめて保存したり、検索式に名前を

つけて管理したり、メモを編集・保存したりすることができます。保存したすべてのアイテムは、各アカ

ウントのダッシュボードページからいつでもアクセスすることができます。 

アカウントの作成 

1． 画面上部 からアカウント作成画面に入り、New User? Sign up for an account now! 

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

2． License Agreements を確認、必要事項を入力し、I accept を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※入力した e-mail アドレスとパスワードは毎回ログインする際に入力を求められます。e-mail ア

ドレスは、記事のe-mail 配信をリクエストする際に使われます。パスワードは6文字以上で指

定してください。 

※パスワードを紛失した場合に備え、プルダウンメニューから質問を選択し、答えを入力してくだ

さい。記憶しやすく、第三者に知られていないものを選んでください。 

  ※センゲージ・ラーニング社の商品案内を e-mail で受信したい場合は、該当欄をチェックしてくだ

さい。 



TLS Historical Archive 
 

37 
 

3． 登録完了のウィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

   登録が完了すると、各画面上部に Welcome＜名前＞が表示されます。これが、Gale User 

Account に接続されている状態です。 

ダッシュボード（DASHBOARD）ページを表示する場合は、このリンクをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

アカウントへのログイン 

1． 画面上部の をクリックし、ログイン画面を表示。 

E-mail ID 欄、Password 欄に、アカウント登録の際に指定した e-mail アドレス、パスワードを入力

し、Login をクリック（ログインしない場合は Cancel をクリック）。 

※パスワードを紛失した場合は、Forgotten Password ?をクリックし、画面に従って質問に対する

回答を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

2． ダッシュボード（DASHBOARD）ページが表示されます。 

アカウント登録で指定した名前が画面上部に表示されます。今後、セッション中にダッシュボード

ページを表示させたい場合は、ここをクリックしてください。 
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ダッシュボード 

ダッシュボードには、以下の項目が用意されています。 

 MARKED ITEMS 

 SEARCH LISTS 

 NOTEPAD 

 ACCOUNT PREFERENCES 

 

 

 

検索履歴をアカウントに保存 

アカウントに検索履歴を保存することができます。保存した検索式は、現在のセッションを終了した後

も Gale User Account から呼び出し、再実行することができます。また、保存した検索式はフォルダに

整理することもできます。 

1． アカウントにログインしている状態で、SEARCH HISTORY をクリック。 

Previous Searches ページの画面左のサイドバーに DASHBOARD メニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

2． 検索式を保存するには、いずれかのフォルダに格納する必要があります。 

（ア）保存したい検索式にチェックを入れてください。 

（イ） Move to：のプルダウンメニューからフォルダ名を選択し（Default Folder 指定可）、GO をクリ

ックしてください。 

（ウ）既存のフォルダを指定する代わりに、新たにフォルダを作成することもできます。その場合

は、Create New Folder を選択、Create New 欄にフォルダ名を入力の上、GO をクリックして

ください。 
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検索結果をアカウントに保存 

1． アカウントにログインしている場合、検索結果画面に Save this search と表示されます。クリックし

てください。 

 

 

 

 

2． 保存名を指定し、GO をクリック。 

 

 

 

 

 

 

3． プルダウンからフォルダ名を選択、フォルダに移動したい保存名にチェックを入れ、GO をクリック。

フォルダへの移動が完了した旨、メッセージが表示されますので、OK をクリック。 

 

 

 

 

 

※新しいフォルダを作成することも可能です。 

※フォルダへの移動を行わなかった場合、アカウントからログアウトした段階で、検索式は削除

されます。 

 

   新しいフォルダの作成 

   必要に応じて新たなフォルダを作成してください。Create New Folder をクリック。 

 

 

 

   保存完了のメッセージが表示されたら、OK をクリックします。 
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   保存した検索結果へのアクセス 

   保存した検索結果へはダッシュボードの SEARCH LISTS よりアクセスすることができます。 

1． ダッシュボード左メニューからの SEARCH LISTS をクリックし保存名リストを表示、または画

面右の保存名リストから任意の保存名をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 保存名をクリックすると、保存した検索結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

      ※ フォルダを削除します。 

      ※ フォルダ名を変更します。 

 

Marked Items をアカウントに保存 

Marked Items（※32 ページ参照）の記事は、検索結果の保存と同様の方法で、アカウントに保存する

ことができます。保存した記事はダッシュボードの MARKED ITEMS よりアクセスすることができます。 
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NOTEPAD の利用 

ダッシュボードに用意されているNOTEPADを使い、2MBまでのパーソナル・ノートを作成することがで

きます。 

ダッシュボード NOTEPAD をクリックし、NOTEPAD 画面で任意のテキストを英数字で入力します。 

入力が完了したら、SAVE をクリックしてください。 

入力したテキストは、ダッシュボードの NOTEPAD よりアクセスすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アカウント登録内容の変更 

ACCOUNT PREFERENCES では、アカウントの登録名、パスワード、e-mail アドレスを変更することが

できます。 
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セッションの終了（LOG OUT） 

 

画面上部の LOG OUT をクリックすると、セッションを終了します。 

 

 


